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佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
貝
英
幸
〔
抄
録
〕
佛
教
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
の
紹
介
。
本
史
料
は
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
）
か
ら
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
）
に
か
け
て
の
古
文
書
一
〇
点
を
成
巻
し
て
い
る
。
収
録
さ
れ
る
文
書
の
多
く
は
、
北
野
社
を
中
心
に
寺
社
大
工
職
に
関
係
す
る
史
料
で
あ
り
、
そ
の
全
て
が
未
紹
介
の
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
の
一
部
は
『
北
野
天
満
宮
文
書
』（
北
野
天
満
宮
所
蔵
）
と
関
連
す
る
内
容
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
室
町
戦
国
期
か
ら
織
豊
政
権
期
に
か
け
て
の
寺
社
大
工
の
存
在
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
北
野
社
、
禁
裏
大
工
職
、
弁
慶
、
神
森
氏
、
木
子
氏
、
は
じ
め
に
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
室
町
後
期
の
北
野
社
大
工
職
に
関
係
す
る
文
書
で
、
現
在
は
佛
教
大
学
付
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
本
史
料
は
、
市
井
の
古
書
舗
に
て
い
わ
ゆ
る
待
文
書
で
あ
っ
た
も
の
を
佛
教
大
学
文
学
部
現
歴
史
学
部
）が
購
入
し
、
翌
二
〇
〇
七
年
一
月
付
で
同
付
属
図
書
館
に
受
け
入
れ
さ
れ
た
。
本
史
料
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
待
文
書
と
い
う
性
格
上
、
購
入
に
際
し
書
舗
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
以
外
詳
ら
か
で
な
い
の
が
本
来
で
あ
る
が
、
偶
々
筆
者
は
、
本
史
料
が
待
文
書
と
な
る
以
前
、
本
史
料
に
遭
遇
す
る
機
会
を
得
て
い
た
。
本
史
料
は
、
待
文
書
と
な
る
以
前
、
京
都
府
宮
津
市
在
住
の
個
人
所
蔵
に
か
か
る
史
料
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
相
談
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
相
談
と
は
、
将
来
個
人
で
展
示
施
設
を
開
設
し
た
く
、
つ
い
て
は
本
史
料
が
該
施
設
で
展
示
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
史
料
全
体
の
状
況
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
筆
者
が
そ
う
し
た
立
場
に
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
要
求
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
見
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
文
書
の
釈
文
お
よ
び
簡
単
な
解
説
一
〇
一
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
を
お
渡
し
す
る
こ
と
で
お
許
し
い
た
だ
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
相
談
に
あ
た
り
持
参
さ
れ
た
の
が
史
料
の
複
写
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
史
料
実
物
の
調
査
と
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
所
蔵
者
と
は
連
絡
が
と
れ
な
く
な
り
、
史
料
の
行
方
も
不
明
と
な
っ
た
。
や
が
て
二
〇
〇
六
年
、
本
史
料
が
『
思
文
閣
古
書
目
録
』
一
九
九
号
に
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
本
史
料
が
待
文
書
と
な
っ
た
こ
と
を
知
る
に
至
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
事
情
、
史
料
の
性
格
を
考
慮
し
、
本
学
文
学
部
に
購
入
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
本
史
料
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
形
態
本
史
料
は
、
以
下
目
録
に
示
す
ご
と
く
、
全
十
点
の
文
書
が
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
お
り
、
形
状
は
巻
子
装
で
あ
る
。
表
紙
布
地
は
黄
褐
色
の
絹
地
で
、
表
紙
布
地
と
同
系
色
の
掛
紐
が
附
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
布
地
に
つ
い
て
は
、
巻
子
天
地
お
よ
び
掛
紐
が
接
す
る
部
分
を
中
心
に
摩
耗
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
虫
損
や
紙
継
の
は
が
れ
な
ど
は
な
く
、
全
体
の
保
存
状
態
は
概
ね
良
好
で
あ
る
。
外
題
は
な
い
。
法
量
は
、
総
丈
竪
二
七
・
二
糎
、
横
五
六
一
・
〇
糎
。
竪
に
つ
い
て
は
巻
子
よ
り
大
き
な
文
書
は
天
地
を
裁
た
れ
、
横
は
文
書
が
隔
水
な
く
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
号
文
書
「（
大
館
）
常
興
・（
細
川
）
高
久
連
署
書
状
」
は
本
紙
・
礼
紙
の
二
紙
に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
た
書
状
で
あ
る
が
、
礼
紙
は
白
紙
部
分
が
裁
た
れ
礼
紙
書
の
部
分
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
成
巻
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
次
に
示
す
二
つ
の
点
は
そ
の
時
期
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
一
つ
に
は
、
本
史
料
表
紙
見
返
し
部
分
に
は
押
紙
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は諸
国
堂
社
数
廿
八
巻
之
内
第
十
八
巻
禁
裏
御
大
工
木
子
職
神
森
若
狭
守
北
野
御
社
大
工
職
御
下
智
状
（マヽ
）
八
通
神
森
出
雲
守
従
五
位
下
武
継
譲
状
と
あ
る
。
こ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
な
ら
ば
、
本
史
料
は
禁
裏
大
工
の
神
森
氏
に
伝
来
し
た
大
工
職
の
由
緒
を
示
す
史
料
群
の
な
か
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
十
号
文
書
「
神
森
国
継
譲
状
」
が
相
当
後
の
時
代
の
作
成
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
上
記
押
紙
の
記
述
は
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
い
で
、
収
録
文
書
は
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
お
ら
ず
、
加
え
て
、
四
号
文
書
の
奥
端
裏
に
は
「
十
二
」
の
文
字
が
、
ま
た
九
号
文
書
の
奥
端
裏
に
は
「
七
」
の
文
字
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
史
料
に
収
録
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
が
、
成
巻
以
前
は
別
の
配
列
・
形
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
収
録
文
書
の
な
か
に
は
宛
所
を
欠
く
も
の
が
あ
る
が
（
四
号
・
五
号
文
書
）、
こ
れ
は
成
巻
に
際
し
て
偶
々
宛
所
が
欠
落
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
宛
所
を
記
さ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
収
録
文
書
全
体
の
内
容
と
符
号
し
な
い
宛
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
考
え
れ
ば
、
本
史
料
は
と
あ
る
史
料
群
の
な
か
か
ら
特
定
の
目
的
に
沿
う
内
容
の
文
書
を
選
び
取
り
案
文
を
加
え
た
上
で
成
巻
し
た
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
合
理
的
な
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
目
的
と
は
、
史
料
全
体
か
ら
考
え
れ
ば
、
本
史
料
最
末
尾
の
文
書
で
あ
る
十
号
文
書
「
神
森
国
継
譲
状
写
」
を
証
明
す
る
こ
と
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
収
録
文
書
の
多
く
が
巻
子
の
天
地
に
合
わ
せ
て
文
書
の
天
地
を
裁
た
れ
た
り
、
天
地
に
余
白
を
残
し
た
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
、
十
号
文
書
だ
け
一
〇
二
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
は
文
書
の
天
地
と
巻
子
の
天
地
が
符
合
し
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
は
い
え
、
十
号
文
書
の
作
成
時
期
が
明
確
と
は
な
ら
な
い
以
上
、
本
史
料
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
、
本
史
料
成
巻
の
時
期
は
、
十
号
文
書
の
作
成
と
同
時
と
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
収
録
文
書
と
そ
の
内
容
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
史
料
に
収
録
さ
れ
る
文
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
前
田
玄
以
書
状
前
田
玄
以
が
一
柳
監
物
（
直
盛
）
に
対
し
、
水
屋
の
樋
に
つ
い
て
、
大
工
と
し
て
木
子
新
五
郎
を
遣
わ
し
た
こ
と
を
報
じ
た
も
の
。
発
給
年
は
未
詳
な
も
の
の
、
一
柳
監
物
・
前
田
玄
以
は
共
に
文
禄
三
年
一
五
九
四
）春
に
伏
見
城
の
工
事
を
分
担
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
そ
の
際
の
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
芳
桂
書
状
当
院
棟
梁
職
が
天
文
九
年
一
五
四
〇
）に
与
一
か
ら
源
四
郎
に
譲
与
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
た
書
状
。
文
書
中
に
み
え
る
当
院
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
三
、（
大
館
）
常
興
・（
細
川
）
高
久
連
署
書
状
大
工
職
相
論
に
関
し
、
相
論
が
幕
府
・
朝
廷
の
両
者
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
要
請
の
あ
っ
た
人
数
を
明
後
日
に
派
遣
す
る
こ
と
を
記
し
た
文
書
。
発
給
者
の
常
興
は
大
館
尚
氏
、
高
久
は
細
川
高
久
と
推
定
さ
れ
る
。
両
者
共
に
幕
府
内
談
衆
で
あ
る
が
、
活
動
時
期
が
重
な
る
の
は
天
文
年
間
で
あ
り
、
本
文
書
の
発
給
も
そ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
北
野
宮
寺
の
大
工
職
に
関
し
て
、
父
棟
梁
弁
慶
次
郎
左
衛
門
宗
安
が
万
松
院
（
足
利
義
輝
）
の
安
堵
を
受
け
て
い
た
に
も
関
番
号
年
代
文
書
名
形
状
法
量
（
竪
×
横
）
1
年
未
詳
六
月
廿
日
前
田
玄
以
書
状
折
紙
竪
二
七
・
〇
糎
横
四
四
・
〇
糎
2
年
未
詳
四
月
晦
日
芳
桂
書
状
竪
二
六
・
〇
糎
横
四
〇
・
二
糎
3-1
年
未
詳
七
月
三
十
日
（
大
館
）
常
興
・（
細
川
）
高
久
連
署
書
状
竪
二
五
・
七
糎
横
四
一
・
四
糎
3-2
同
礼
紙
竪
二
五
・
七
糎
横
二
六
・
〇
糎
4
永
禄
二
年
十
一
月
二
十
三
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
竪
二
七
・
一
糎
横
四
〇
・
五
糎
５
永
禄
四
年
十
月
十
九
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
竪
二
七
・
二
糎
横
四
一
・
二
糎
6
永
禄
六
年
九
月
十
二
日
曼
殊
院
覚
恕
法
親
王
袖
判
令
旨
案
竪
二
七
・
一
糎
横
四
一
・
七
糎
7
天
文
十
九
年
十
二
月
五
日
石
成
友
通
書
状
案
折
紙
竪
二
七
・
一
糎
横
四
二
・
八
糎
8
慶
長
十
五
年
八
月
十
八
日
脇
坂
安
治
判
物
折
紙
竪
二
七
・
二
糎
横
五
二
・
二
糎
9
天
文
十
七
年
十
二
月
三
十
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
折
紙
竪
二
七
・
〇
糎
横
四
一
・
六
糎
10-
1
天
文
十
八
年
二
月
十
七
日
神
森
国
継
譲
状
写
第
一
紙
竪
二
七
・
二
糎
横
四
一
・
二
糎
10-
2
同
第
二
紙
竪
二
七
・
二
糎
横
三
四
・
四
糎
10-
3
同
第
三
紙
竪
二
七
・
二
糎
横
二
二
・
一
糎
一
〇
三
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
わ
ら
ず
、
幕
府
に
無
断
で
大
工
職
の
半
分
を
別
人
に
与
え
た
た
め
、
大
工
職
は
全
て
新
五
郎
が
知
行
す
る
こ
と
を
命
じ
た
内
容
。
宛
所
を
欠
く
。
本
文
書
の
発
給
に
関
し
て
は
、
本
文
書
よ
り
一
ケ
月
後
の
永
禄
二
年
十
二
月
二
十
三
日
に
「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」
が
発
給
さ
れ
て
お
り
（『
北
野
天
満
宮
史
料
』（
古
文
書
編
）
一
一
〇
号
）、
そ
こ
で
は
「
爰
番
匠
新
左
衛
門
歎
申
之
子
細
在
之
」
と
い
う
事
態
へ
と
発
展
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
新
五
郎
と
新
左
衛
門
に
よ
る
北
野
大
工
職
を
巡
る
相
論
に
つ
い
て
は
こ
の
後
も
継
続
し
た
よ
う
で
、
五
、
六
号
文
書
も
関
連
す
る
史
料
で
あ
る
。
五
、
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
番
匠
新
左
衛
門
と
（
弁
慶
）
新
五
郎
と
に
よ
る
北
野
大
工
職
の
相
論
に
関
し
、
事
の
糺
明
が
行
わ
れ
、
私
的
な
和
与
は
、
後
に
幕
府
の
裁
許
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
加
え
て
造
営
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
大
工
職
を
新
五
郎
が
勤
め
る
よ
う
命
じ
た
内
容
。
宛
所
を
欠
く
。
新
五
郎
と
新
左
衛
門
と
の
相
論
は
、
四
号
文
書
に
お
い
て
、
新
五
郎
の
父
弁
慶
次
郎
左
衛
門
の
私
的
な
関
係
に
基
づ
く
大
工
職
半
分
の
譲
渡
を
幕
府
が
破
棄
し
、
そ
の
全
て
を
新
五
郎
が
継
承
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
新
左
衛
門
は
、
弁
慶
が
私
的
に
大
工
職
半
分
を
譲
り
渡
し
た
当
事
者
と
も
考
え
ら
れ
る
。
六
、
曼
殊
院
門
跡
覚
恕
法
親
王
令
旨
案
北
野
大
工
職
を
め
ぐ
る
宗
久
新
五
郎
）と
新
左
衛
門
と
の
相
論
に
つ
い
て
、
新
左
衛
門
の
行
為
を
非
分
之
儀
と
し
て
退
け
、
改
め
て
新
五
郎
の
理
を
認
め
大
工
職
継
承
を
安
堵
し
た
内
容
。
四
・
五
号
文
書
に
お
け
る
幕
府
の
裁
許
を
う
け
る
形
で
発
給
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
文
書
が
、
大
工
職
相
論
に
つ
い
て
、
幕
府
に
よ
る
裁
許
だ
け
で
な
く
、
北
野
社
自
身
の
判
断
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
注
目
で
き
る
。
ま
た
北
野
社
内
に
お
い
て
は
、
大
工
職
の
補
任
権
は
北
野
社
別
当
で
あ
る
竹
内
門
跡
曼
殊
院
門
跡
）に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
七
、
石
成
友
通
書
状
案
弁
慶
次
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
照
会
を
受
け
た
友
通
が
、
自
分
は
存
じ
な
い
旨
を
述
べ
、
小
畠
方
へ
相
談
す
る
方
が
良
い
こ
と
を
伝
え
た
内
容
。
石
成
友
通
は
、
三
好
長
慶
・
義
継
父
子
に
仕
え
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
は
松
永
久
秀
と
共
に
将
軍
足
利
義
輝
暗
殺
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
本
文
書
は
友
通
書
状
と
し
て
は
相
当
早
期
の
も
の
と
い
え
、
友
通
の
そ
れ
以
前
の
活
動
の
一
端
を
示
す
史
料
と
い
え
る
。
八
、
脇
坂
安
治
判
物
慶
長
十
五
年
一
六
一
〇
）、
当
時
の
讃
岐
国
大
洲
藩
主
脇
坂
安
治
が
、
各
務
（
か
が
み
）
少
五
郎
に
同
国
浮
穴
郡
・
喜
多
郡
内
の
知
行
を
認
め
た
も
の
。
文
書
中
に
見
え
る
中
野
河
村
・
知
清
村
は
い
ず
れ
も
大
洲
藩
領
。
脇
坂
安
治
が
大
洲
藩
に
入
部
す
る
の
は
慶
長
十
四
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
書
の
発
給
が
脇
坂
安
治
の
治
封
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
文
末
に
あ
る
「
当
納
よ
り
大
工
可
有
知
行
」
と
の
文
言
か
ら
、
こ
の
知
行
地
の
拝
領
は
、
藩
内
の
大
工
を
支
配
す
る
こ
と
へ
の
給
付
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
九
、
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
一
〇
四
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
室
町
幕
府
が
北
野
社
祠
官
松
梅
院
に
対
し
、
同
社
大
工
職
弁
慶
次
郎
左
衛
門
へ
の
御
供
・
給
恩
が
滞
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
速
や
か
に
下
行
す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
。
文
書
中
に
見
え
る
弁
慶
次
郎
左
衛
門
は
、
四
号
文
書
以
下
の
大
工
職
相
論
の
当
事
者
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
十
、
神
森
国
継
譲
状
写
三
紙
か
ら
な
る
文
書
で
、
最
初
に
禁
裏
・
加
茂
社
・
出
雲
大
社
・
北
野
社
・
光
明
寺
殿
（
九
条
道
家
か
）
な
ど
、
大
工
職
に
補
任
さ
れ
て
い
た
社
寺
を
記
し
、
次
い
で
北
白
川
・
西
京
・
加
茂
・
北
八
条
村
・
東
山
内
野
・
九
条
村
な
ど
、
大
工
職
に
付
随
す
る
形
で
給
付
さ
れ
た
所
領
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
書
に
記
さ
れ
た
年
代
は
天
文
十
九
年
で
あ
る
が
、
紙
質
・
文
字
・
地
名
の
表
記
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
相
当
後
に
記
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
お
わ
り
に
上
記
の
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
史
料
は
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
と
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
大
工
職
神
森
氏
が
自
ら
の
由
緒
を
主
張
す
る
た
め
に
作
成
し
た
文
書
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
文
書
の
な
か
に
は
、
現
在
北
野
天
満
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
「
北
野
天
満
宮
文
書
」
と
関
連
す
る
内
容
の
文
書
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
文
書
は
い
ず
れ
も
案
文
と
し
て
収
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
北
野
社
関
係
文
書
、
す
な
わ
ち
北
野
天
満
宮
所
蔵
「
北
野
天
満
宮
文
書
」、
あ
る
い
は
筑
波
大
学
所
蔵
「
北
野
神
社
関
係
文
書
」
の
一
部
と
は
考
え
づ
ら
い
。
む
し
ろ
本
史
料
は
、
神
森
氏
が
室
町
戦
国
期
に
お
い
て
北
野
社
大
工
職
に
補
任
さ
れ
た
弁
慶
に
関
係
す
る
文
書
類
を
用
い
な
が
ら
、
近
世
以
降
禁
裏
大
工
職
と
し
て
知
ら
れ
る
木
子
家
の
系
譜
に
自
ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
な
か
で
成
立
し
た
史
料
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
か
ら
い
え
ば
、
本
史
料
の
歴
史
的
な
価
値
は
、
単
に
室
町
戦
国
期
か
ら
織
豊
政
権
期
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
近
世
職
人
の
由
緒
・
系
譜
に
つ
い
て
の
主
張
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
北
野
社
大
工
職
お
よ
び
大
工
弁
慶
に
関
し
て
は
、
桜
井
英
治
「
一
六
世
紀
京
都
の
職
人
組
織
」（『
歴
史
学
研
究
』
五
七
九
号
、
一
九
八
八
年
）
お
よ
び
同
「
中
世
職
人
の
経
営
独
占
と
そ
の
解
体
」（
同
『
日
本
中
世
の
経
済
構
造
』
第
一
章
、
一
九
九
六
年
、
岩
波
書
店
）
が
、
ま
た
禁
裏
大
工
木
子
氏
に
つ
い
て
は
栗
本
康
代
・
植
松
清
志
・
岩
間
香
・
谷
直
樹
「
禁
裏
修
理
職
大
工
の
木
子
家
寛
政
度
内
裏
に
関
す
る
研
究
（
三
）」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
五
巻
第
六
五
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
が
詳
し
い
。
ま
た
本
史
料
に
つ
い
て
の
目
録
は
、
山
田
雄
司
『
北
野
天
満
宮
旧
蔵
文
書
・
古
記
録
の
目
録
作
成
お
よ
び
研
究
』（
平
成
一
六
〜
一
八
年
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
七
年
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
か
い
ひ
で
ゆ
き
歴
史
学
科
）
二
〇
一
〇
年
十
月
十
二
日
受
理
一
〇
五
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
一
、
前
田
玄
以
書
状
折
紙
）
水
屋
と
ひ
の
儀
ニ
付
て
、
大
工
之
事
承
候
、
雖
最
前
遣
候
、
木
子
新
五
郎
申
付
候
、
可
被
仰
付
候
、
恐
々
謹
言
、
民
部
卿
法
印
六
月
廿
日
玄
以
（
花
押
）
一
柳
監
物
殿
御
返
報
一
〇
六
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
二
、
芳
桂
書
状
就
当
院
棟
梁
職
之
儀
、
預
御
状
候
、
委
曲
拝
見
候
、
先
刻
如
申
候
、
天
文
九
年
ニ
与
一
譲
与
源
四
郎
之
儀
無
紛
候
、
即
召
使
事
候
、
御
家
門
へ
可
然
様
御
披
露
専
一
候
、
恐
々
謹
言
、四
月
晦
日
芳
桂
（
花
押
）
内
田
左
京
亮
殿
御
返
報
一
〇
七
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
三
、（
大
館
）常
興
・（
細
川
）高
久
連
署
書
状
尊
書
旨
令
拝
見
候
、
抑
就
御
大
工
相
論
之
儀
公
武
御
間
之
事
、
各
同
御
申
之
段
致
披
露
候
、
此
儀
有
子
細
事
候
条
、
雖
御
迷
惑
候
、
堅
叡
慮
御
事
之
間
、
其
趣
被
対
各
申
以
御
使
可
被
仰
候
、
然
者
、
御
書
状
御
人
数
明
後
日
二
日
、
其
御
前
へ
被
招
請
申
、
可
被
相
待
御
使
候
、
時
宜
先
以
珍
重
候
哉
、
此
旨
宜
御
披
露
給
候
、
恐
々
謹
言
、七
月
卅
日
（
大
館
）
常
興
（
花
押
）
（
細
川
）
高
久
（
花
押
）
高
木
殿
一
〇
八
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
四
、
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
北
野
宮
寺
大
工
職
事
、
父
棟
梁
弁
慶
次
郎
左
衛
門
宗
安
以
相
談
之
旨
、
萬
松
院
殿
御
代
被
仰
付
之
、
帯
厳
重
御
下
知
之
処
、
不
経
公
儀
、
為
宗
安
私
大
工
職
半
分
令
約
諾
別
人
云
々
、
事
実
者
以
外
次
第
也
、
所
詮
早
任
先
年
御
成
敗
旨
、
彼
大
工
職
一
円
新
五
郎
永
可
令
存
知
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、
永
禄
弐
年
十
一
月
廿
三
日（
松
田
盛
秀
）
対
馬
守
平
朝
臣
在
判
（
中
沢
光
俊
）
備
前
守
源
朝
臣
在
判一
〇
九
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
五
、
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
番
匠
新
左
衛
門
与
相
論
北
野
宮
寺
大
工
職
事
、
為
御
糺
明
淵
底
被
尋
、
右
筆
方
意
見
候
処
、
私
和
与
已
下
之
儀
、
追
可
被
経
其
沙
汰
、
然
者
造
営
不
事
行
云
々
、
神
慮
測
者
、
所
詮
先
大
工
職
者
一
円
被
仰
付
之
、
新
五
郎
宗
久
令
存
知
之
、
可
専
作
事
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、
永
禄
四
年
十
月
十
九
日
（
松
田
盛
秀
）
対
馬
守
平
朝
臣
在
判
（
松
田
頼
恵
）
左
衛
門
尉
藤
原
在
判 一
一
〇
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
六
、
曼
殊
院
門
跡
覚
恕
）御
教
書
案
竹
内
御
門
跡
様
在
御
判
北
野
宮
寺
御
大
工
職
事
、
帯
度
々
御
下
知
数
通
触
、
任
進
止
之
、
無
相
違
之
処
、
新
左
衛
門
非
分
之
儀
依
申
之
、
於
公
儀
被
遂
御
糺
明
、
宗
久
理
運
就
無
紛
、
重
被
成
御
下
知
之
段
、
被
得
其
意
候
、
然
上
者
向
後
何
之
族
雖
及
訴
訟
、
一
切
不
可
被
取
上
之
間
、
於
当
社
大
工
職
者
、
一
円
永
代
可
令
存
知
之
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍
状
如
件
、
永
禄
六
年
九
月
十
二
日
栄
時
在
判
新
五
郎
殿
一
一
一
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
七
、
石
成
友
通
書
状
案
折
紙
）
御
折
委
細
拝
見
申
候
、
仍
御
大
工
弁
慶
次
郎
左
衛
門
方
之
儀
ニ
付
而
、
様
体
具
承
候
、
此
通
儀
者
不
存
候
間
、
小
畠
方
へ
相
尋
、
有
様
ニ
可
申
付
候
間
、
可
御
心
安
、
此
旨
貴
殿
へ
も
可
預
御
召
合
候
、
尚
以
委
細
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、
天
文
十
九
石
成
主
税
助
十
二
月
五
日
友
通
在
判
牧
雲
斎御
返
報
一
一
二
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
八
、
脇
坂
安
治
安
堵
状
其
方
江
遣
之
候
知
行
之
事
一
浮
穴
郡
中
野
川
村
之
内
迄
以
合
百
四
十
石
者
一
喜
多
郡
知
清
村
之
内
迄
以
合
六
拾
石
者
右
二
口
合
弐
百
石
者
当
納
よ
り
大
工
可
有
知
行
者
也
慶
長
十
五
年
庚
戌
八
月
十
八
日
（
脇
坂
）
安
治
（
花
押
）
各
務
少
五
郎
殿
一
一
三
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
九
、
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
折
紙
）
棟
梁
弁
慶
次
郎
左
衛
門
宗
安
申
、
北
野
宮
寺
大
工
職
事
、
帯
御
下
知
令
存
知
候
処
、
去
正
月
十
一
日
吉
書
祝
儀
之
段
、
可
延
引
旨
依
在
之
、
被
成
御
下
知
訖
、
然
三
月
九
日
御
供
拾
月
廿
日
給
恩
参
石
等
就
無
沙
汰
候
、
先
度
雖
被
成
奉
書
難
渋
云
々
、
為
事
実
者
太
不
可
然
、
所
詮
有
限
諸
下
行
以
下
、
速
可
被
相
渡
候
、
更
不
可
有
遅
怠
之
由
被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如
件
、
天
文
十
七
十
二
月
卅
日
（
松
田
）
盛
秀
在
判
（
飯
尾
）
貞
広
在
判
松
梅
院
一
一
四
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
一
〇
、
神
森
国
継
譲
状
写
譲
状
之
事
一
禁
裏
御
大
工
木
子
職
御
綸
旨
六
通
地
間
文
書
宮
諸
所
諸
分
五
通
、
一
加
茂
之
御
社
御
大
工
職
社
家
文
書
御
下
知
状
、
一
出
雲
国
大
社
大
工
職
御
下
知
状
、
一
北
野
御
社
大
工
職
竹
内
御
門
跡
松
梅
院
付
社
家
不
残
書
文
数
通
、
一
光
明
寺
殿
御
大
工
職
諸
処
諸
分
書
、
一
大
工
職
之
家
付
之
諸
通
事
々
ク
、
一
在
所
ハ
東
ハ
京
極
、
南
ハ
三
条
之
坊
門
、
西
ハ
富
小
路
、
北
ハ
姉
小
路
也
、
此
内
之
屋
敷
於
ハ
諸
役
御
免
許
、
一
御
領
内
北
白
川
村
畠
三
十
ケ
所
、
一
同
西
京
村
ニ
而
畠
八
ケ
所
、
右
ハ
北
野
御
社
之
御
始
之
領
、
毎
年
正
月
十
一
日
、
同
三
十
間
家
、一
一
五
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
創
刊
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
一
加
茂
川
井
之
畠
御
ケ
所
、
御
社
御
始
之
領
、
毎
年
正
月
十
八
日
、
一
御
領
内
東
寺
之
北
八
条
村
之
水
畠
六
ケ
所
出
雲
之
大
社
御
始
領
、
毎
年
正
月
十
二
日
有
之
、
一
東
山
内
野
畠
五
ケ
所
、
光
明
寺
殿
御
拝
領
右
水
田
畠
合
五
十
四
抹
消
）
﹇
﹈
一
将
軍
之
御
教
書
九
条
村
ニ
而
知
行
弐
百
四
拾
石
、
宇
治
之
中
林
所
三
百
五
拾
石
、
右
合
五
百
九
拾
石
也
、
先
祖
ゟ
永
代
知
行
仕
候
所
也
、
以
上
拾
三
ケ
所
綸
旨
、
御
綸
旨
地
間
文
書
将
軍
家
御
教
書
、
神
森
鶴
千
世
国
継
譲
候
者
也
、
仍
譲
状
如
件
、
天
文
十
八
年
二
月
十
七
日
木
子
氏
神
森
出
雲
守
従
五
位
下
武
継
（
花
押
）
神
森
鶴
千
世
国
継
殿
へ
一
一
六
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
北
野
宮
寺
大
工
職
関
係
文
書
」
に
つ
い
て
（
貝
英
幸
）
